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第第 1111 回回  ササイイフファァイイ・・カカフフェェＳＳＨＨＥＥ  

「「エエルルンンスストト・・ヘヘッッケケルルのの科科学学とと人人生生」」  
 

講 師： 矢 倉 英 隆 

（サイファイ研究所 ISHE＆フランソワ・ラブレー大学） 

 

日時と場所： 2017 年６月１６日（金）１８：３０～２０：３０ 

ルノアール・飯田橋西口店 ２号室 

    2017 年６月１７日（土）１６：３０～１８：３０ 

ルノアール・四谷店 ３階 A 

（両日とも同じ内容です） 

 
    ６月１６日（金）             ６月１７日（土） 

   

千代田区富士見 2-2-6 今井ビル 2 階          新宿区四谷 1-3-22 

 

参加費：  

一般：1,500 円、学生：500 円 

飲み物（コーヒー/紅茶）が付きます。 

 

今回、初日と二日目の会場と時間が違います。ご注意ください。 

終了後、参加者の懇親を兼ねた会を予定しています。 

参加を希望される方は、she.yakura@gmail.com までお知らせください。 



The Eleventh Sci-Phi Café SHE (Science & Human Existence)  

Institute for Science & Human Existence (ISHE) 

 

 

講師の紹介と挨拶 

 

講師： 矢倉 英隆  

ＨＰ： フランスの哲学的生活 (http://hidetakayakura.blogspot.com/) 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

2007 年、東京都医学研究機構（現東京都医学総合研究所）で免疫学の研究生活を終える 

200７年～2015 年、パリ大学大学院で科学と医学の哲学を学ぶ 

2011 年、科学から人間を考える試みとしてサイファイ・カフェ SHE を始める 

2012 年、雑誌「医学のあゆみ」にエッセイ『パリから見えるこの世界』の連載を始める 

2013 年、サイファイ研究所 ISHE を設立 

2014 年、生き方としての哲学を語り合うカフェフィロ PAWL を始める 

2016 年３月、新たにサイファイ・カフェ SHE 札幌を始める 

2016 年 9 月、フランソワ・ラブレー大学で科学と医学の哲学研究を始める 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

今回はエコロジーという言葉の生みの親で、ドイツにおける進化論の推

進者だったエルンスト・ヘッケル（1834-1919）の人生と科学を取り

上げます。彼は「個体発生は系統発生を繰り返す」という有名なフォル

ミュールや科学と芸術を融合させたとも言える素晴らしい絵を残しただ

けではなく、膨大な領域をカバーしています。ゲーテ（1749-1832）

やアレクサンダー・フォン・フンボルト（1769-1859）に強い影響を

受けたと言われるヘッケルが理想とした科学とはどのようなものだった

のか、そして彼を突き動かしていたものは何だったのか。このような問

題意識の下、講師が５０分ほど話した後、参加者の皆様に考察に加わっ

ていただき、懇親会においても継続する予定です。今回も予想もしない

ようなところまで話が発展することを期待したいと思います。興味をお

持ちの方の参加をお待ちしております。 

http://science-he.blogspot.jp/p/blog-page_5908.html
http://science-he.blogspot.jp/p/un-regard-de-paris-sur-ce-monde-13-21.html
http://science-he.blogspot.jp/
http://cafephilopawl.blogspot.jp/
http://science-he.blogspot.jp/p/blog-page_4.html

